
 

 

 

 

  

福島市保健所 感染症だより 

気温の低下による換気不足に注意が必要です。例年、年末年始に比較的大きな感染拡大がみられます。

引き続き、定期的な換気や手洗い手指消毒などの基本的な感染対策をお願いします。 

インフルエンザにご注意ください 

新型コロナウイルス感染症、年末年始に向けて感染予防対策を！ 
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発生動向（第19週：R5.5.8～） 全国 福島県 福島市
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福島県では R４年１６０件の梅毒発生の

報告がありました。福島市でも R５年１０

月末で１８件発生しています。 

初期の症状は軽度で痛みがなく、自然に

症状がおさまるので、気づかないまま病状

が進行したり、パートナーへ感染させてし

まいます。早く見つけて適切に治療をすれ

ば治ります。早期発見には検査が大切で

す。 

  

全国的に梅毒が急増しています！ 

●感染経路：口や性器などの粘膜や皮膚から感染します。（性的な接触が主） 

また、妊娠している人が梅毒にかかると、胎盤をとおして胎児に感染し死産、早産、新生児死亡が起

こったり、赤ちゃんの神経や骨に異常をきたす先天梅毒を発症することがあります。 

 

●症状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約 1か月頃     約 1～3か月頃        数年後 梅毒感染 

・手のひら、足の裏にカ

サカサした発疹や「バラ

疹」と呼ばれる赤い発疹 

・皮膚や筋肉、骨等にゴムのよう

な腫瘍 

・脳、心臓、血管などに病変 

（進行すると失明や認知症のような症状

が出ます） 

●予防 

予防にはコンドームが有効ですが、完全には予防はできません。 

●検査（採血検査） 

・医療機関（女性：産婦人科、男性：泌尿器科等） 

・保健所でも HIVと一緒に検査ができます。 

（無料・匿名） 

・感染部位にしこりや 

潰瘍 

・股の付け根にリンパ

節の腫れ 

日にち：毎週木曜日（第５・祝日を除く） 時間：９時３０分～１１時００分  完全予約制 

※予約状況等詳しくは感染症対策係にご連絡ください TEL:０２４－５７２－３１５２ 

福島市保健所 HIV・梅毒検査 
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梅毒発生状況

福島県 福島市

●治療 

・数週間の内服や点滴治療が必要となります。

感染からの経過が長いと、長期の治療を必要と

します。症状がよくなっても自己判断で中断し

ないようにしましょう。 

・検査が陽性の場合はパートナーにも必ず検査をすすめ、陽性の場合にはしっかり治療しましょう。 

（件） 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行日：令和５年１１月２８日  発行：福島市保健所 保健予防課 感染症対策係 

住所：〒９６０－８００２ 福島県福島市森合町１０-１  電話番号：０２４-５７２-３１５２ 

特別号 

１２月１日は世界エイズデー 
～あなたが変わればエイズのイメージが変わる。UPDATE HIV！～ 

●エイズとは？ 

HIV（ヒト免疫不全ウイルス）に感染し適切な治療が施されないと重篤な全身性免疫不全となり様々な

感染症やがんを引き起こす状態のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HIVの感染力は弱く性行為以外の社会生活の中でうつることはありません。 

          急性期       無症状キャリア期       エイズ期 HIV感染 

感染後２週間ぐらいでウイルスが急

激に増殖。しばらくするとウイルス

量は減少。症状も消失。 

症状：発熱、喉の痛み、だるさ等 

症状がでない時期が 

数年から 10年程度続く 

体力や免疫力の低下により

様々な感染症や悪性腫瘍な

どを発症 

UPDATE HIV！ 

 

●感染経路 

主な感染経路は性行為による感染、血液感染、母子感染です。 

●検査 

・病院、クリニック（男性：泌尿器科、女性：産婦人科）。事前に問い合わせが必要です。 

・保健所：無料、匿名。事前予約が必要です。下記へお問い合わせください。 

●治療 

・1 日 1 回 1 錠の内服での治療が可能です。最近では 1〜2 か月に 1 回の筋肉注射薬もあります。（ウイ

ルスが十分に抑制されていることが条件） 

●予防 

・性行為の際にはコンドームを使用しましょう。 

・相手の精液や血液が自分の性器等粘膜に直接触れないようにしましょう。 

現在 

・早期診断・早期治療でエイズの発症を防げる 

・治療継続で感染していない方と同等の生活が

できる 

1980年代 

・不治の病 ・短命 

・原因不明 

 

適切な HIV治療を受け、血液中の HIV量が検出感度値未満（Undetectable）レベルにまで抑えられ、 

その状態が続いている HIV陽性者からは、性行為によって HIVが他者に感染することがない

（Untransmittable）ということです。 

HIVの新常識 U＝U（Undetectable=Untransmittable） 
 
 

●感染から発症まで 


